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パ
リ
協
定
締
結
後
、
○
露
排
出
を
巡
る
状
況
は
大

き
く
変
化
。
政
府
は
豊
富
年
度
に
は
き
暮
年
度
比

で
2
6
零
、
巻
き
年
度
に
は
紬
零
削
減
を
目
標
(
国

の
約
束
)
に
掲
げ
ま
し
た
。
こ
れ
に
従
い
電
力
業
界

は
、
発
電
に
よ
る
○
○
的
発
生
量
を
電
力
着
手
ず
当

た
り
e
.
等
量
調
に
下
げ
る
目
標
を
定
め
ま
し
た
。

(
囲
ェ

環
境
省
は
、
○
○
的
発
生
量
が
最
も
多
い
石
炭
火
力

発
電
所
建
設
の
計
画
を
持
つ
電
力
会
社
に
対
し
て
強

い
懸
念
、
不
満
を
示
し
て
い
ま
す
。

山
本
環
琵
大
臣
は
、
最
近
、
毎
日
新
聞
や
ロ
イ
タ

ー
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
「
(
石
炭
火
力
発
電
)
事
業

か
ら
の
撤
退
が
相
次
ぐ
世
界
の
潮
流
に
逆
行
し
て
お

り
、
見
識
を
疑
う
」
と
発
言
。

今
年
3
月
に
は
、
中
国
電
力
と
竜
田
が
計
画
し

て
い
る
「
蘇
我
火
力
発
電
所
建
設
に
関
わ
る
環
境
配

慮
蕾
」
に
対
し
て
「
石
炭
火
力
発
電
所
を
単
に
新
設

す
る
も
の
で
あ
り
、
環
境
保
全
面
か
ら
は
極
め
て
高

い
事
業
リ
ス
ク
を
伴
う
も
の
」
「
霊
碧
宮
の
達
成
が

で
き
な
い
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に
は
、
施
策
の
見
琵

し
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
な
る
」
と
の
意
見

書
を
提
出
し
ま
し
た
。

`図1) G○2排出原単位

同
慶
彊
鰍

回
転
阻
最

裳
輔

電
柵
閣
認

喜
○
○
」
ゼ

相
銀
は
安
定
収
益
源
と
し
て
電
力
事
業
に
期
待
し
、

真
岡
地
区
に
火
力
発
電
の
最
高
の
効
率
と
言
わ
れ
る

ガ
ス
コ
ン
バ
イ
ン
ド
方
式
の
書
綜
万
k
W
の
発
電

所
建
設
を
進
め
て
い
ま
す
。
神
戸
で
は
関
西
電
力
へ

の
卸
供
給
用
に
H
嘗
万
対
W
の
石
炭
火
力
を
増
設
す

る
計
画
で
す
。
世
界
的
な
温
暖
化
対
策
や
電
力
需
給

動
向
か
ら
、
石
炭
火
力
増
設
が
神
戸
発
電
1
、
2
号

機
の
よ
う
に
安
定
収
益
源
と
な
る
の
か
疑
問
で
す
。

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
に
よ
れ
ば
、
神
戸
発
電
2
号

機
が
稼
働
し
始
め
た
時
に
は
電
力
需
要
は
増
加
傾
向

で
し
た
が
、
省
エ
ネ
、
節
笛
等
が
進
み
巻
き
年
以

降
電
力
需
要
は
減
少
傾
向
で
す
(
図
2
)
。

〔図2)意力需要推移(質霜エネルギー庁)
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王
寺
一
章
)
議
嶋
只
着

関
西
電
力
は
、
今
年
に
な
り
赤
穂
発
電
所
の
石
油

か
ら
石
炭
へ
の
燃
料
転
換
計
画
を
撤
回
、
千
葉
県
で

東
燃
ゼ
ネ
ラ
ル
と
計
画
し
て
い
た
石
炭
火
力
新
設
を

断
念
。
電
源
開
発
も
高
砂
石
炭
火
力
発
電
所
建
て
替

え
に
つ
い
て
、
環
境
影
響
評
価
の
手
続
き
を
延
期
。

い
ず
れ
も
環
境
問
題
と
と
も
に
、
事
業
収
益
性
に

疑
問
が
持
た
れ
た
こ
と
が
理
由
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

背
景
に
、
石
炭
火
力
発
電
所
建
設
費
の
大
き
さ
、

電
力
業
界
の
構
造
変
化
と
電
力
価
格
の
低
下
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発
電
量
の
増
加
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

神
鋼
は
「
三
つ
の
約
束
」

の
一
番
目
に
「
信
頼
さ

れ
る
技
術
、
製
品
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
」
、
「
六

つ
の
誓
い
」

の
一
番
目
に
「
商
い
倫
理
観
と
プ
ロ
意

識
の
徹
底
」
、
五
番
目
に
「
環
鶉
へ
の
貢
献
」
を
掲
げ

て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
照
ら
せ
ば
「
卸
供
給
先
の
関
西
電
力
が

○
○
的
削
減
目
標
達
成
を
目
指
し
て
い
る
か
ら
、
業
界

目
標
を
超
え
る
C
O
陶
を
発
生
す
る
神
錆
の
石
炭
火

力
増
設
(
図
工
)
は
国
の
目
標
・
計
画
と
整
合
す
る
」

と
の
関
西
電
力
任
せ
の
姿
勢
か
ら
脱
皮
し
、
関
西
電

力
と
共
に
石
炭
の
利
用
を
再
考
す
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
が
。

現
在
、
関
西
電
力
の
火
力
発
屯
所
で
稼
働
し
て
い

る
石
炭
火
力
は
舞
鶴
の
み
で
す
。
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・
接
せ
容
さ
宣
珊
脅

波
暫
定
晶
で

像
蘭
I
,
で
、
書
け
イ

詰

碁

九
段

結
城

聡

闇
黒
先

思
い
切
っ
た
作
戦
が

必
要
で
す
。
(
5
分
で
二
段
)

詰
将
棋

八
段

伊
藤

果

i
持
駒

角
角
金
程

一

二

三

四

五

六

脱
出
阻
止
で
す
。

(
叩
分
で
3
級
)

話
連
珠

九
段

岡
部

寛
闇

黒
先

四
で
も
三
で
も
な
い

手
。

(
5
分
で
3
級
)


